
城
崎
温
泉
で
ラ
ッ
ピ
ン
グ
バ
ス
が
運
行
開
始

観
光
客
の
目
を
引
く

動
く
麦
わ
ら
細
工
！

城 崎城 崎

第
23
回
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
大
会

猫
崎
半
島
の
愛
称（
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
）

が
名
称
の
由
来
！

竹 野竹 野

豊
岡
中
核
工
業
団
地
プ
レ
ゼ
ン
セ
ン
タ
ー
開
設

わ
が
ま
ち
の
会
社　

再
発
見
！

豊 岡豊 岡

▲｢むぎわら号｣に乗車する観光客ら

　

11
月
30
日
、
豊
岡
中
核
工
業
団
地
プ
レ
ゼ
ン
セ
ン

タ
ー
が
、
神
美
台
の
ス
ポ
ー
ツ
公
園
管
理
セ
ン
タ
ー

に
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。　

　

同
団
地
企
業
協
議
会
で
作
っ
た
こ
の
セ
ン
タ
ー
に

は
、
18
社
の
製
品
や
事
業
紹
介
が
趣
向
を
凝
ら
し
て

並
ん
で
い
ま
す
。

　

工
業
団
地
に
は
、
豊
岡
の
地
域
経
済
を
支
え
る
優

良
企
業
が
数
多
く
立
地
し
、
年
間
を
通
し
て
工
場
見

学
者
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

　

協
議
会
会
長
の
渡わ
た

邉な
べ

信
和
さ
ん
は
、「
こ
の
機
会
に

一
層
の
認
知
度
ア
ッ
プ
を
図
り
、
人
材
確
保
や
企
業

情
報
の
発
信
に
役
立
て
た
い
。
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
も
期
待
で
き
ま
す
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
23
日
、
新
し
い
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
施
し
た
城
崎

温
泉
旅
館
協
同
組
合
の
宿
泊
客
送
迎
バ
ス
が
運
行
を

開
始
し
ま
し
た
。
今
回
の
デ
ザ
イ
ン
は
、
城
崎
の
伝

統
的
工
芸
品「
麦
わ
ら
細
工
」で
、
城
崎
麦
わ
ら
細
工

技
術
者
の
会
会
長
の
神か
み

谷や　

勝ま
さ
る

さ
ん
の
監
修
に
よ
り
、

こ
ま
や
細
か
い
小
筋
模
様
が
バ
ス
の
全
面
に
描
か
れ
、

「
む
ぎ
わ
ら
号
」と
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
バ
ス
は
、
特
急
な
ど
が
到
着
す
る
時
刻
に
Ｊ

Ｒ
城
崎
温
泉
駅
前
で
宿
泊
客
を
出
迎
え
、
組
合
加
盟

の
旅
館
ま
で
送
り
ま
す
。乗
車
し
た
観
光
客
ら
は「
鮮

や
か
で
、
気
分
も
明
る
く
な
り
ま
す
」「
城
崎
ら
し
く

て
い
い
で
す
ね
」な
ど
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
今
後

も
城
崎
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
一
役
買
い
ま
す
。

　

11
月
23
日
、
た
け
の
こ
う
え
ん（
竹
野
町
須
谷
）を

発
着
点
と
し
た
第
23
回
キ
ュ
ー
ピ
ッ
ト
マ
ラ
ソ
ン
大

会（
竹
野
町
体
育
協
会
主
催
）が
開
催
さ
れ
、
小
学
生

を
中
心
と
し
た
1
2
9
人
が
力
走
し
ま
し
た
。

　

種
目
は
、
3
キ
ロ
の
部
、
5
キ
ロ
の
部
、
ジ
ョ
ギ

ン
グ
の
部
が
あ
り
、
家
族
ぐ
る
み
や
友
達
同
士
で
参

加
す
る「
親
子
や
友
達
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
」と
い
う

意
味
を
持
つ
大
会
と
も
言
え
ま
す
。

　

同
協
会
会
長
の
木
瀬
堯た
か

后み

さ
ん
は「
小
さ
な
大
会

だ
が
、
周
辺
市
町
か
ら
の
参
加
者
も
多
い
。
竹
野
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
協
力
も
大
き
い
」と
地
域
住

民
の
協
力
で
成
り
立
っ
て
い
る
と
話
し
ま
す
。

　

参
加
者
は
、さ
わ
や
か
な
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

▲テープカットをする関係者ら

▲一斉にスタートを切る参加者たち

広報とよおか　2009.12.25 22



２
０
０
９
但
東
冬
の
光
フ
ェ
ス
タ

心
温
ま
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
灯
り

但 東但 東

環
境
体
験
学
習

自
分
た
ち
で
育
て
た
大
豆
で

豆
腐
を
作
っ
た
よ
！

日 高日 高

出
石
酒さ
か

蔵ぐ
ら

コ
ン
サ
ー
ト

ま
ち
づ
く
り
の
原
点
・酒
蔵

出
石
の
風
景
の
象
徴
で
す
！

出 石出 石

まちの情報などがありましたら、秘書広
報課広報・交流係まで連絡ください。

▲大豆から豆腐を作る児童たち

　

12
月
4
日
、
日
高
小
学
校（
日
高
町
岩
中
）で
、
3

年
生
66
人
が
、
豆
腐
作
り
を
体
験
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
高
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
の
協
力
で
、
大

豆
の
種
ま
き
か
ら
収
穫
ま
で
を
自
分
た
ち
で
行
い
、

そ
の
大
豆
で
豆
腐
を
作
る
と
い
う
初
め
て
の
試
み
で

し
た
。
6
班
に
分
か
れ
た
児
童
ら
は
、
講
師
の
説
明

を
聞
き
な
が
ら
、
全
員
が
体
験
で
き
る
よ
う
譲
り
合

っ
て
、
手
順
ど
お
り
に
作
業
を
進
め
て
い
き
ま
し
た
。

　

中
野
聡さ
と

女め

さ
ん
は「
私
た
ち
が
育
て
た
大
豆
で
豆

腐
が
作
れ
て
楽
し
か
っ
た
。
鍋
が
焦
げ
た
け
ど
、
豆

腐
は
上
手
に
で
き
ま
し
た
」と
満
足
そ
う
で
し
た
。

　

出
来
上
が
っ
た
豆
腐
は
、
そ
の
日
の
う
ち
に
、
児

童
ら
の
お
腹
に
残
ら
ず
納
ま
り
ま
し
た
。

▲ペットボトルツリーのライトアップは１月30日（午後
５時〜午前０時）まで

　

11
月
28
日
、「
2
0
0
9
但
東
冬
の
光
フ
ェ
ス
タ

（
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ツ
リ
ー
点
灯
式
）」が
但
東
総
合
支
所

前
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
但
東
町
商
工
会
青
年
部
が
、ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
を
再
利
用
し
て
ま
ち
お
こ
し
を
し
よ
う
と
企
画
し

た
も
の
で
、
今
年
で
5
回
目
。
市
内
か
ら
集
め
た
ペ

ッ
ト
ボ
ト
ル
約
2
千
本
を
使
っ
た
高
さ
約
8
メ
ー
ト

ル
の
ツ
リ
ー
１
基
と
約
1
0
0
本
を
使
っ
た
高
さ
約

2
メ
ー
ト
ル
の
ツ
リ
ー
10
基
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

点
灯
後
、
約
5
0
0
発
の
花
火
が
打
ち
上
げ
ら
れ

る
と
、
大
き
な
歓
声
が
上
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
同

商
工
会
女
性
部
に
よ
り
豚
汁
と
お
に
ぎ
り
が
振
る
舞

わ
れ
、
来
場
者
は
心
も
体
も
温
ま
っ
て
い
ま
し
た
。

　

11
月
28
日
、
出
石
酒
造
の
酒
蔵（
出
石
町
魚
屋
）で

「
出
石
酒
蔵
コ
ン
サ
ー
ト
」が
開
催
さ
れ
、
約
2
0
0

人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

こ
の
酒
蔵
は
、
江
戸
時
代
の
建
物
で
、
出
石
の
町

並
み
の
中
で
も
重
要
な
建
造
物
の
１
つ
で
す
。
土
壁

の
色
は「
出
石
の
色
」と
言
わ
れ
、
出
石
総
合
支
所
の

庁
舎
や
出
石
中
学
校
の
校
舎
に
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
、
市
の
伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
の
補
助

制
度
を
利
用
し
て
酒
蔵
の
一
部
を
修
理
。こ
れ
を
祝
っ

て
、「
出
石
城
下
町
を
活
か
す
会
」が
酒
蔵
コ
ン
サ
ー

ト
を
7
年
ぶ
り
に
復
活
さ
せ
ま
し
た
。
会
長
の
湊み
な
と

崎ざ
き

康
雄
さ
ん
は「
永
楽
館
復
原
へ
の
熱
い
思
い
を
、こ
の

酒
蔵
に
も
寄
せ
て
ほ
し
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲会場に響く市民プラザ沖縄文化研究会｢とんとんみー｣
の演奏に酔いしれる来場者たち
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